
    「冬には冬の楽しみ方がある。それを子供たちに伝えたくて。」この日コースを整備された 

齋藤成さんは、クロカン部が地域に移行された当初から指導やコース設営に携わり、お子さん 

が南郷小を卒業した現在も、活動への協力を続けています。 

               「コースづくりもクロカンの技術指導も、専門的な知識が必要だったり、危険が伴ったりも 

します。クロカン部の運営を学校の先生だけに任せるのではなく、地域が主体になって担うこ 

とによって、いつまでも活動を続けられるようなしくみづくりを目指してきました。賛同して 

くれる地域のみなさんが、シーズン中の都合のつく日に、１回でも２回でも学校に来て、コー 

スを整備したり子供たちに指導したりしてくださっています。」 

活動は、バス時刻までのわずか１時間でしたが、子供たちも先生方も、安心して南郷の冬を 

楽しんでいる笑顔が心に残りました。 

令和５年２月３日（金）第３２号 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 １月３１日（火）に南郷小学校のクロスカントリースキー部の活動を訪問しました。１月から２月にかけての

放課後、３年生から６年生までの３７名が地域の方の指導を受けながら、南会津ならではのウインタースポーツ

に挑戦しています。 

 
コースの設営は活動の始まる２時間前から  スノーモービルを使って校舎裏を起点とした全長約２ｋｍのコースを整備します 
 

 
帰りの会が終わると道具を持って集合     指導者のみなさんに「よろしくお願いします！」→体操をすると次々に出発！ 

 
予報を吹き飛ばす最高の青空と笑顔      今年デビューした３年生もスイスイ 

 
伊南川沿いの木々の間にはたくさんの動物の足跡が     運がよければ「アオゲラ」や「ニホンリス」の姿を目にすることも！ 
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